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Pellet Club JAPAN メールニュース（No.143-2） 木質ペレット情報 2017/4/13

┏━━━━━━━━━━┓

◎ ペレット関連情報
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■四国電力（株）（香川）、宮城県仙台市仙台塩釜港の工業専用地域で石炭バイオマス混焼

発電所計画の検討を進める一環として、住友商事（株）（東京）と共同で環境影響評価手続

きを開始。3月 14日～4月 13日までの期間、仙台市による『環境影響評価方法書』の縦覧
を実施し、4月 27日まで意見を受付。方法書住民説明会は、縦覧開始日から 1カ月以内に
実施予定で調整中。仙台高松発電所（仮称）の規模は 11.2万 kW、使用燃料はオーストラ
リア、インドネシア産の石炭（約 25万 t/年）と北米のほか、国内産も検討する木質ペレッ
ト（約 15万 t/年）で、バイオマス混焼率は 30％（カロリーベース）。年間販売電力量 8億
kWhのうち、バイオマス分に当たる 2億 5,000万 kWhは FITに基づき東北電力に売電。
残る 5億 5000万 kWhは首都圏など東日本向けに販売する。2018年度下期着工、2021年
度上期営業運転開始の計画【四国電力（株）：2017/03/14、河北新報：2017/03/15】
http://www.yonden.co.jp/press/re1703/data/pr003.pdf
http://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201703/20170315_12009.html

■ペレットクラブ（長野）、ペレット燃料の品質向上を目指す活動の一環として「ペレット

モニターキャンペーン」を実施中。一般のペレットストーブユーザーに、専門の試験機関

による品質分析済みのペレットを使用してもらい、実際の使用感等についてアンケートに

回答してもらうという企画。今回のキャンペーンでは（株）渡会電機土木（山形）の「ク

ロマツペレット・プレミア」と（株）フォレストエナジー門川（宮崎）の「かどがわペレ

ット」の二種類用意されており、どちらかを選ぶことができるようになっている。詳細に

ついてはペレットクラブホームページをご参照。参加者募集中！【ペレットクラブ：

2017/03/16】
http://www.pelletclub.jp/library/2017/03/post-3.php

■藤田建設工業（株）（福島）、福島県西白河郡西郷村の「スパリゾートあぶくま」で小型

木質バイオマス熱電併給プラントを運開。プラントはドイツのノルトライン・ウェストフ

ァーレン州のエントラーデ・エネルギーシステム社製で、日本国内では初導入。屋外のコ

ンテナに発電機や制御盤、木質ガス化炉、ペレット燃料袋などを収納。藤田建設工業の関

連会社が製造する地元産材由来の木質ペレットを燃料に使う。25kW/h の電気とともに
60kW/hの熱エネルギーが供給可能。運転時間は年 8,000時間で、木質ペレットの使用量は
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http://www.pelletclub.jp/library/2017/03/post-3.php


2

180t/年。温泉施設で使う電力と熱エネルギーの約 1/3を賄える見込み。藤田建設工業は福
島県の「平成 28年度福島県海外連携型再生可能エネルギー関連研究開発支援事業」に「木
質ペレットガス化熱電併給装置（Ｅ3ユニット）燃料研究開発事業」で採択され、福島大と
連携しながら同発電機に利用可能な県産材の木質ペレットを開発してきた。関連企業の工

場を棚倉町に新設し、4月から稼働させ、木質ペレットの製造能力を増強する【福島民友 み

んゆう Net：2017/03/24、OSR No.269：2017/03/22、藤田建設工業（株）：2017/03/23】
http://www.minyu-net.com/news/news/FM20170324-158863.php
http://fujitakk.com/archives/areas/1058.html

■佐賀県佐賀市富士町にある NPO法人ムラークが、「ペレットふれあいフェスタ」を開催。
参加者はペレットを製造する富士町の NPO法人みんなの森プロジェクトの作業工程を見
学。フェスタではペレットを使って窯で焼いたピザやスイーツも振る舞われ、親子連れな

ど約 50人が参加【佐賀新聞：2017/03/21】
http://www.saga-s.co.jp/news/saga/10105/417570

■ユーロストーブ（〔有〕河西）（神奈川）、ホームページにテルモロッシ社（イタリア）の

ペレットストーブカタログ最新（2017年）版（英語）をアップ。安全性と排気ガスに関し
てはすべての製品がヨーロッパの最高水準を満たしているとされる、テルモロッシ社製ペ

レットストーブの豊富なラインナップが閲覧できる【ユーロストーブ（〔有〕河西）：

2017/03/22】
https://www.pellet-stove.jp/

■ペレットなどのバイオマス燃料の生産・輸入・販売等を行っている BPC(株)（東京）、海
外からの燃料供給リスクに対応すべく、大手金融機関の支援を取り付け（業界初）。海外か

らの燃料供給においては、製造工場でのトラブルや輸送過程における事故等何らかの事情

により燃料供給が途絶する事態が発生する事が想定される。BPCはこのようなリスクに備
え、供給先からの損害賠償請求にも対応できるよう大手金融機関の支援を取り付けた【ド

リームニュース、BPC（株）：2017/03/31】
http://www.dreamnews.jp/press/0000150030/
https://www.bpc.tokyo/-news

■燦キャピタルマネージメント（株）（大阪）100%子会社の SGPE社（シンガポール）、タ
イでバイオマス燃料製造施設を建設する「TRANG-BIOMASS社」への出資を決定。タイ
のバイオマス燃料製造企業である LCB-BIOMASS社とのジョイントベンチャーを行うこ
とを前提に設立した SGPE100%出資のシンガポール法人「SUN-BIOMASS社」を通じて
投資する。同事業は 2017年 2月 14日付で SGPE社、LCB-BIOMASS社、及び日本のエ

http://www.minyu-net.com/news/news/FM20170324-158863.php
http://fujitakk.com/archives/areas/1058.html
http://www.saga-s.co.jp/news/saga/10105/417570
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ネルギー商社との間で締結された覚書に基づき、TRANG-BIOMASS社が新たに発行する
株式の内 2,200万タイバーツ（72百万円相当)を引き受けるもの。TRANG-BIOMASS社は
製造設備が完成次第、日本のエネルギー商社へバイオマス燃料を販売する方針。燦キャピ

タルマネージメントグループは、バイオマス発電関連事業における TRANG-BIOMASS社
が獲得する収益の中からの配当収入を見込む【財経新聞：2017/03/31】
http://www.zaikei.co.jp/article/20170331/361116.html

■広島県東広島市豊栄町に賀茂地方森林組合の賀茂バイオマスセンターが完成。3月 23日
に竣工式を実施。民家近隣の危険な樹木や、剪定枝や枝葉などを含む廃棄物を木質のバイ

オマスに変え、環境に優しいエネルギー資源を創出する。東広島市では、1万㎥/年の木材
廃棄物が出ており、木材破砕機は 1万㎥粉砕で 4,000㎡のチップが生産可能。ペレットへ
は 1～2日乾燥させた後、乾燥用ペレタイザーが 100kgを 1分でペレットに変換していく。
年間 10tのペレット製造が目標。センターは 6月から稼働予定【ザ・ウィークリー・プレ
スネット：2017/04/01】
http://www.pressnet.co.jp/article/170401_10.shtml

■四国電力（株）（香川）と住友商事（株）（東京）が宮城県仙台市に建設を計画する石炭

バイオマス混焼火力発電所「仙台高松発電所」（仮称）に対し、計画反対相次ぐ。市に提出

した環境影響評価方法書の説明会を同市宮城野区で開催したところ、市民ら約 140人が出
席。事業計画の説明に対し、ぜんそくなどの健康被害や、近隣の蒲生干潟など周辺環境へ

の影響、仙台港で建設中の関西電力系の石炭火力発電所と合わせて汚染の増大を危ぶむ意

見が続出。「被災地の復興に貢献するというなら計画を撤回すべきだ」などの声が上がった

【河北新報：2017/04/03】
http://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201704/20170403_12029.html

■（株）エンビプロ・ホールディングス、シンガポールの事業家 Tan Teo Song氏とアール・
エス・アセットマネジメント（株）（東京、以下「RSAM」）とによる合弁会社MINE BIOMASS
SYNERGIES PRIVATED LIMITED（シンガポール）を設立し、2017年 4月 3日付けで
出資を実行したと発表。同社の出資比率は 15％。合弁会社はマレーシア、インドネシアで
の PKS集荷会社の運営を行う。Tan氏はマレーシア、インドネシアでの新規 PKSヤード
を開設した経験を持つ。RSAMは再生可能エネルギーファンドに対するアレンジメント事
業やインベストメント事業を営んでおり、エンビプロは鉄スクラップの貿易を手がけてき

たノウハウを生かし、国内での販売に取り組む。2017年 4月にはマレーシアのクアンタン
にヤード開設予定。PKS輸入の取扱量を増やしながら、将来的には商材を木質ペレットや
半炭化ペレットへと拡大していく計画【（株）エンビプロ HD：2017/04/03、日本経済新聞：
2017/04/05】
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http://contents.xj-storage.jp/xcontents/56980/3366a44f/0f84/4c2c/bebf/11c49f459a94/140
120170403434181.pdf
http://www.nikkei.com/article/DGXLZO14908980U7A400C1L61000/?ct=ga

■北海道、「焼却灰（天然木由来）の利用の手引き」を作成し、公表。粗く破砕した「チッ

プ」、木の樹皮や木部を粉砕した「おが粉」、おが粉を成型した「ペレット」、「薪」を木質

バイオマス専焼ボイラで燃焼させて生じた、燃え殻及び煤塵を対象としている【北海道：

2017/04/05】
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/rrm/chizai/syokyakubainoriyounotebiki.htm

■関西電力（株）（大阪）、兵庫県相生市にある相生発電所 2号機におけるバイオマス燃料
への変更計画に関わる新会社として、三菱商事パワー（株）（東京）と共同で「相生バイオ

エナジー（株）」を設立したと発表。資本金は 4億 5,000万円。出資比率は関電が 60％、三
菱商事パワーが 40％。新会社が発電設備の設計や運転管理、電力の販売を担う。木質ペレ
ットは三菱商事がカナダ等から調達。2022年に現行で使用している重油、原油から木質バ
イオマスに転換する。転換後の出力は約 20万 kWでバイオマス燃料 100％の火力発電とし
ては国内最大級になる見通し。三菱商事はこれまでも火力発電用の木質ペレットの輸入や

トレーディングを手掛けてきたが、自ら木質バイオマス発電事業に携わるのは国内では初

【関西電力（株）、日本経済新聞：2017/04/05、日経 BP環境経営フォーラム：2017/04/07】
http://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2017/0405_1j.html
http://www.nikkei.com/article/DGXLASDZ05HMT_V00C17A4TI1000/?ct=ga
http://business.nikkeibp.co.jp/atclemf/15/238719/040702327/

■藤田建設工業（株）（福島）の関連会社（株）シーズ（同）、同県棚倉町の上台工場内に

木質ペレット製造設備を設置。4月 5日、現地で竣工式を実施。藤田建設工業が同県西郷村
の「スパリゾートあぶくま」で小型木質バイオマス熱電併給プラントの運転を始めたのを

受け、燃料となるペレットを供給するほか一般向けのペレットストーブ用に生産する。県

産のスギやヒノキ、マツを主とした残材や、おが粉を乾燥、粉砕し、直径 6~8mm、長さ
3cm程に成型したペレットを出荷する。袋詰め作業以外は全自動で、4t/日製造可能【福島
民報：2017/04/06】
https://www.minpo.jp/news/detail/2017040640479

■日本ペレットストーブ工業会（PSJ）（岐阜）、ホームページを開設。PSJは、「ペレット
ストーブおよび木質ペレットに関する調査研究、規格・規準の作成、行政施策についての

提言、講習会の開催等を通じ、消費者の安全および快適性を確保し、ペレットストーブ業

界の健全な発展を図り、もって経済の発展と国民生活の向上に寄与する」ことを目的に活

http://contents.xj-storage.jp/xcontents/56980/3366a44f/0f84/4c2c/bebf/11c49f459a94/140120170403434181.pdf
http://www.nikkei.com/article/DGXLZO14908980U7A400C1L61000/?ct=ga
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/rrm/chizai/syokyakubainoriyounotebiki.htm
http://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2017/0405_1j.html
http://www.nikkei.com/article/DGXLASDZ05HMT_V00C17A4TI1000/?ct=ga
http://business.nikkeibp.co.jp/atclemf/15/238719/040702327/
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動している団体。ペレットストーブ国産メーカーの「メーカー会員」、ペレットストーブの

販売又は施工を行う法人、団体又は個人の「ディーラー会員」、賛助会員で構成されている。

会長は（有）シモタニ（岐阜）の竹平氏。工業会の趣旨に賛同し、積極的な参加が可能な

会員を募集中【PSJ：2017年 4月】
http://www.pstove.jp/

※ OSR・・・バイオマス・再可エネ等の情報誌「オンサイト・レポート」の略

http://www.pstove.jp/

